




（2 0 0 1年度）で 5 回目を迎えた。今回はかねてか
らの予定どおり、 5 月のオール早稲田文化週間の
折に開催し、好評を博した「挿絵～物語を彩るイ









































着した 1 6 0 0年から日米修好通商条約に調印した


























































卒業式、入学式を含んだ 3 月2 0日（水）から 5
月 2日（木）にかけて、中央図書館展示室において
図書館で所蔵するさまざまな資料に描きあらわさ
れた動物や植物を紹介する展覧会を開催した。
江戸時代に日本へもたらされた動物図譜として
有名な『ヨンストン動物図説』、オランダの植物学
者ドドネウスの『草木誌』の模写図をはじめ、主
に江戸時代の資料に表現された動植物画を会場い
っぱいに並べ、大変賑やかな印象を残す展示とな
った。「花鳥風月」という言葉を想い起こさせる優
美な色合いの花鳥画も出品されたが、そのほかに
両生類や爬虫類、昆虫、魚類の精密な描写図もあ
り、グロテスクとひとことで捨てきれない興味深
い雰囲気と細密で卓抜な筆致を感じさせる絵画も
数多く展示された。また江戸期、漂流民からの聞
き取り調査をもとに著わされた『環海異聞』には、
ロシアの風俗・言語・技術などの記載とともに、
当時の珍しい生きものの様子が描かれている。こ
れらの動物の形体も聞き描きであるために、滑稽
であったり不気味な文様が施されていたりして、
けっして科学的な正確さはないのだが、絵として
のおもしろさは抜群である。
展覧会場に置かれた「ノート」へ学生が率直な
意見や感想を書きこんでいた。その中には、多種
多様な動植物の絵画、挿画のある書物などを図書
館が多く所蔵していることに対する驚きや賞賛の
声が少なからず認められた。
本展は研究者や専門家向けというよりも学部学
生に馴染みやすい展覧会であったといえよう。一
般学生の知的興味を刺激し研鑽を積む「きっかけ」
を与える企画も必要である。 （岩佐直人）
「描かれた生きものたち」展
